
琵琶湖の⽔草有効利⽤の社会的仕組みを
市⺠の⼒でつくりあげる

⽔ 宝 ⼭ プ ロ ジ ェ クト
（⽔草は宝の⼭）
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⽇本⼀の湖「琵琶湖」と環境への関⼼が強い県⺠性

県⺠は「⺟なる湖」として⼦供の頃から
琵琶湖を⼤切にすることを学ぶ
⼀例として・・・

県内すべての⼩学五年⽣を対象に
学習船「うみのこ」で⼀泊研修

※1983年〜

近畿圏1400万を超える
⼈々の⽔源

400万年前に
誕⽣した
世界でも
有数の古代湖

多様な固有種を
有する

現在⼆代⽬を30億円かけて建造中
学習船 うみのこ(初代)

滋賀県広報課
シンボルマーク利⽤許諾済み
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近年 琵琶湖で深刻化している問題の⼀つが「⽔草問題」

南湖（琵琶湖南部）の 9割 を⽔草が覆ってしまう年も

1997年 2007年 2013年

南 湖 ⽔ 草 繁 茂 状 況 の 推 移
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⽔草による「⼆つの問題」と地元に与える⼤きな負担

② 琵琶湖表層や湖底に繁茂する⽔草

⽣態系への影響などの 環 境 問 題

① 琵琶湖岸に漂着する⽔草

異臭や景観悪化などの 迷 惑 問 題

⾃治体が処理できているのは全体の5%程度

処理できない⽔草は周辺住⺠や企業が処理するなどの負担になっている

主に⼤津市など湖岸の⾃治体が対応
※⼤津市 約2300万円（2016年度）の税⾦

主に滋賀県が対応
※約3億円（2016年度）の税⾦



4

⽔ 草 は ⼤ 切 な 資 源

⽔草は古くから農地への肥料や⼟壌改良材として利⽤され、「万葉集」にも登場

江⼾時代には⽔草採取の権利を巡って紛争が⽣じるなど、⼤切な資源 として活⽤

現在も⾃治体が回収した⽔草から堆肥を⽣成して県⺠に無料配布や
新素材を⽣成する研究がおこなわれるなど、資源として活⽤を推進

しかし、⾃治体が税⾦を投⼊してすべてを処理することは不可能

⽔草問題、近年深刻になっているが、昔は︖・・・

江 ⼾ 時 代 の 藻 刈 船
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⾝近な「迷惑問題」から市⺠の⼒で解決する

⼤津市真野浜（⼤津市北部）では湖岸の住⺠が浜に漂着した⽔草やその処理の様⼦を
SNSで発信したり、独⾃に開発した道具で処理を効率化するなど⼯夫を重ねてきた
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⽔宝⼭プロジェクトのねらい

真野浜周辺で、住⺠と企業や団体、各界の専⾨家をつなぐ仕組みを構築

⽔草の収集から堆肥としての再利⽤までの資源循環システムを実証実験

⽔宝⼭プロジェクト⽔宝⼭プロジェクト

迷惑問題や環境問題につながる⽔草を
宝の⼭にかえる取り組み

公園管理者、観光船運⾏事業者、琵琶湖レジャー事業者、⽣花店オー
ナー、⼤学の研究者、漁師、⾃治体職員、システムエンジニアなど多彩



7

学区内公共施設（保育園・学校・公園等）の花壇・菜園などで
⽔草堆肥を利⽤し、地域の再評価と⼈づくりを⽣み出す

「⼩さな循環」をつくりあげる

真 野 浜

浜を通した琵琶湖
への関⼼の強化

地域の浜の
意識化

愛着の強化

環境教育
総合学習との連携

乾燥作業道具
ボランティア

運搬・堆肥化

堆肥活⽤の技術
指導教室

幼稚園・保育園
学校・公共施設
花壇・菜園

【⼩さな循環】

アイディア実現までの流れ（第1フェーズ）

現在進⾏中︕現在進⾏中︕
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第1フェーズ（⼩さな循環）に取り組んだ後、そこで得られた
情報やノウハウを「環境問題」である「琵琶湖の表層や湖底
に繁茂する⽔草の資源循環（⼤きな循環）」へ発展

総合地球環境学研究所のプロジェクト「オープンサイエンスと社会協働の融合に基づく琵琶湖流域圏
⽔草資源活⽤コミュニティーの形成（三井物産環境基⾦助成事業）」とも連携し、相乗効果を求めていく

琵 琶 湖

刈り取り費⽤の南湖
への還元、琵琶湖へ

の関⼼強化

⼈びとの関わりや
社会的努⼒の⾒え
る化、スマホアプ
リ等の活⽤

⽔草堆肥の効果の
共有、情報の共有

堆肥化の
有効技術開発

堆肥化
品質・販売

堆肥活⽤の技術
指導・教室

⽔草堆肥
有効の現場

南湖の⽔草繁茂状況の
モニタリング

【⼤きな循環】

アイディア実現までの流れ（第2フェーズ）
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第1フェーズで実証した結果を他の地域へ横展開
マニュアルや道具、専⾨家などの⼈材を共有

他地域で得られた情報やノウハウは真野浜へもフィードバック

アイディア実現までの流れ（第3フェーズ）

2 0 1 8 年 2 0 1 9 年 2 0 2 0 年
体制づくり
Webサイトの⽴ち上げ
クラウドファンディング
実証実験
マニュアル作成
三井物産環境基⾦連携
アプリ等ITツールの開発

他地域への展開

★
1 回 ⽬ 2 回 ⽬

第3フェーズ

★
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⾃治体によるデータ公開状況

グループ データ件数
統計（⼈⼝など） 139
公共施設 28
⼦育て・教育 24
健康・保健衛⽣ 17
選挙 16
観光 6
広報 4
ごみ 3

オープンデータポータルサイト
現在、240種類のオープンデータを
公開している。



市⺠/学⽣のサポート・コミュニケーションの状況
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みなさま
お世話になっています。
記事共有ありがとうございます。
本当にいろんなところで取り組みが進んでいるんだなぁと思いました。
先ほど京都新聞のサイトを⾒たら記事がありました。
＜琵琶湖の⽔草で鉄の５倍強度 滋賀県で新素材製造成功＞
ttp://www.kyoto-np.co.jp/shiga/article/20180109000027
メーリングリスト参加のみなさまも是⾮上記URLからご覧いただければと思います。

課題
提出

検討申出
10月下旬

第１回
11/6

第2回
12/15

アイデア提出

12/20
第3回
1/25

３名 ６名 ７名 ７名
検討

メンバー

サポート
行政

市 １課
市 ２課
県 ２課

市 ２課
県 ３課

メーリングリストを活用
情報共有
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市⺠/学⽣のサポート・コミュニケーションの状況

県・市連携によるサポート
実現へ向けたサポート

ごみ減量と資源再利⽤推進会議
⻄北部ブロック環境研修会

大津市 滋賀県

水宝山

「琵琶湖の水草問題について」



市⺠/学⽣のサポート・コミュニケーションの状況
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・市民の検討の場に参加
・行政は経験・知識の情報提供
・実現に向けた関係部局との連絡調整
・活動の情報発信

大津市 滋賀県

水宝山
市民

事業者



ご清聴ありがとうございました。
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